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以下では変圧器のタップ切替を用いた電圧調整について扱い、並列コンデンサとの比較
を行う。ただし、変圧器は理想的なものとみなす。

(1) 送電電力の関係式

まず、負荷 R における電力は (1) 式のようになる。
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次に、送電線の電力の関係式を用いると、(2) 式のようにも書くことができる。
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さらに、 sinφ はベクトル図から (3) 式のように求めることが出来る。
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(2) V-P 特性の導出

さて、この３つの式を用いて V-P 特性を導出する。
(1) 式から R V Pr= 2 として R を消去すると、
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(4) 式を (2) 式に代入すると (5) 式のようになる。
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(5) 式は両辺に P を含んでいるので、これを P について解く。 （裏に続く）
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想定する電力回路 ベクトル図タップ付変圧器



その結果、 P は (6) 式のようになる。
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(2) V-P 特性の特徴

まず、最大電力を求める。P の代わりに P 2 を微分して
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0から求める。
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0から電力最大となる電圧 Vr
max  とその時の電力 Pmax は、(8) 式のようになる。

Vr
max =               Pmax = (8)

変圧器のタップ切替は並列コンデンサと同様
に電圧調整機能を持つ。しかし、(8)式から分か
るように、Pmax は a に依存しないので、最大送
電電力が増加しないことに大きな違いがある。

P と Vr の関係は、右のグラフのようになる。
（軸との交点および頂点が分かればよい）
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